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思春期の性教育における男女別学習と男女合同学習の意味
一日本とスウェーデンの実践事例にもとづいて

一

佐 藤 年 明

A Study on the Meaning of Separated Learning and lntegrated Learning

between Male and Female Students in Sexuality Education in the Period of Puberty

Toshiaki SATOU

本稿は、日本教育方法学会第41回大会における筆者の自由研究発表 「思春期の性教育における男女別学習

と男女合同学習の意味―スウェーデン王国の事例を参考に
一」(2005年10月 2日、鹿児島大学教育学部)の

発表時配付資料を一部修正、加筆したものである`社 会における男女平等、男女共同参画社会の推進の流れの

中で、わが国の小中学校における性教育においても、かつての小学校における女子のみの初経指導と男子の放

置という貧弱な性教育の実態への反省もあって、学級において男女合同で性に関する学習を行なうことが望ま

しいと考える関係者が多いのではないかと思われる。しかし、思春期特有の性に関する強い羞郎b心と児童生徒

の自らの性のprivacyを守りたいという正当な要求に配慮するならば、学習過程で男女別学習を組み込むこと

が効果的である場合もある。このことを日本とスウェ
ーデンの実践事例の検討を通じて考察した。但し、性の

学習における 「男女」という二区分は、性自認や性志向におけるマイノリティの立場にある児童生徒がクラス

に存在する場合には、却って弊害をもたらす場合もあり、当事者との協議を含む慎重な対応が必要である。

1.問 題意識

わが国の学校における性教育は、1992年実施の学習指導要領において小学校 5学年の理科、体育の

中に位置づけられるまでは、少なくとも小学校では
一部の教師や学校において実践されるにとどまって

いた。大多数の小学校では、性に関わる指導といえば、宿泊行事等の直前に高学年の女子児童のみを集

めて行なわれる初経への対処の指導に限られ、男子への教育は放棄されていたに等しい (これまでに

1992年実施学習指導要領以前に小学校教育を受けた本学部学生に小学校での性教育の経験を問うと、

概ねそのような回答が返ってきた)。

このような貧弱な性教育への反省から、1992年以降は、学級において、つまり男女児童生徒が共に

参加する形態で、担任教師によって、あるいは担任教師と養護教諭等の連携によつて、思春期の心身の

変化や人の誕生に関わる学習が行なわれることが
一般化しつつある。小学校 ・中学校における性教育の

実践記録を概観してみても、男女合同学習の事例が多い。

ところで、性教育の先進国と見なされるスウェ
ーデン王国の事情を調べてみると、性に関する青少年

の疑問や不安に応える場が学校における授業に限定されておらず、学校以外の教育機関や個人の性に関

する相談に応じる 「青少年クリニック」など、多様な学びの機会が用意されている。また、性に関する

関心 ・疑問 ・不安などは子ども
一人一人によつて異なるということが重視されている。

性教育において一人一人の知識や感情や意識の個別的状況に配慮するというこの発想とも関連すると
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